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Abstract
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arα άり′

`α
″ (ScHALLER)(Arctiidac,Lcpidoptcra)rangCS frOm tllc Tcmpcratc Zonc to thc tropics in

sヽia  For il α油′οrsα″, thc dcvclopmcntal zcro and thc total cffective telnpcratulc 、vcrc obtaincd under ●vo

dlficrcnt conditions,`g in solitav and mass―rcaring ln mass―rca五ng,thcy wcrc ll l℃and 61 2 day―degrecs for

ごきgs 52]C and 299 5 day― dcgrccs for lan′ae, 12 513 and 16 3 day―degrees for prcpupac, and 10 0R3 and l16 6

上〉―dcrCCS fOr pupae ln isolation,they were 6 1℃ alld 340 3 dリーdegrees for laⅣae,141℃ alnd 13 5

上}―dcrCCS fOr prepupae,and 7 8℃ and 159 7 day―dcgrccs for pupae lVhen thcy wcre reared in isolation at a

tcmpcranュrc of 30℃,all lm′ac passcd flve instars but onc Thc cxceptional laⅣa had six instars

Both thc developmental zcro and the total effectivc tclnpcraturc of each dcvclopmcntal stagc slighサdiffCrcd

tcPcnding on fccds  Thcy wcrc 7 0%〕  and  291 2 day―dcgrees for larvac, 144(〕 and 10 7 day―degrccs for

prcpupac and 9 2℃ and 137 9 day―dcgrccs for pupae whcn thc moths wcrc fcd on Crassο
`″
あグν″Cr`′渤ο;des

B三ヽ TH)S MooRE On thC othcr hand,ifthcy wcrc fcd on五 ン′ο力′j′θs力た″
`c`わ
′ブα(L)RAFN,thCsc obsewations

cヽrc 5 8で and 319 8 day―dcgrccs for laⅣac,144℃ and 10 7 day―dcgrccs for prcpupac,and 9 7℃ and 129 7

主)dcgrccs for pupac Most indi宙 duals passcd flve instcrs if thcy wcrc rcarcd at tcmpcramcs of 20℃and 25

で 、ith C crcρた力οプグ
`s Onc individual fbr cach tcttcramre had six instars,ho、

vever

in 1999, scvcn pcaks of appearanccs of adult moths、 vere rccognizcd by sight―recordings in the flcld: late
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ス イ ゼ ン ジ ナ を は じ め ,サ ン シ チ ソ ウ Gヵ ′ο″たα (THUNB.eX MuRRAY)JUELや レ

タ ス Zθε′グθα sα′Jνα L.な ど 7種 の キ ク科 植 物 を食 草 と して い る (MuRAKAMI θ′α′.,

2000)こ とがこれまでに明らかになっているが,発 育日数や越冬態など不明な点も

多い。

そこで,筆 者らは本種における各虫態の発育零点と有効積算温度を用いて成虫の

発生消長を解析し,次 世代成虫の羽化時期の予波1および年間世代数を推定した。ま

た ,キ ク科 の ス イゼ ンジナ ,ベ ニバ ナ ボ ロギ ク Crαssοεψ ttαル″ α″ 励 οttιs(BENTH . )

S . M 0 0 R Eお よび ダ ン ドボ ロギ ク ル θε力′′納 みた′αθル ′′α(L.)RAF I N .の 3種 を用 い ,食

草の違いがモンシロモ ドキの生育に及ぼす影響についても検討 した。さらに,本 種

は幼虫あるいは成虫での越冬が報告されているが,鹿 児島での越冬調査も同時に行っ

た。

材料および方法

1.成 虫の生存期間 ,産 卵期間および産卵数

供試虫は,1997年 4月 に鹿児島市下田町のスイゼンジナの露地栽培で発生した幼

虫を採集し,25℃ ,長 日 (14L:10D)条件下でスイゼンジナを与えて累代飼育した

ものを用いた。

成虫の飼育は30℃前後の室温下で行い,餌 として, 5%シ ョ糖液を脱脂綿に含ま

せたものを与えて行い、生存日数を調査した。採卵はポリエチレン袋 (35cm×45cm)

にハ トロン紙の粗い面を表にして敷き,水 を含ませた脱脂綿で包んだスイゼンジナ

の葉のついた茎をおいたもの (以下採卵セットと略記)に ,雌 雄 1対の成虫を放飼

して行い、産卵前期間および産卵期間を調査した。成虫は卵を卵塊で産みつけるの

で, 1日 当たりの卵塊数および卵粒数も併せて調査した。雌成虫の生存中に雄成虫

が死亡した場合は,随 時新たな雄成虫を補充した。

2.各 虫態の発育に及ぼす飼育密度 ,餌 および温度の影響

2.1.卵に対する温度の影響

供試卵は,試 験 1で得られたものおよび1999年6月 に野外で採集した雌成虫を試

験 1と同様の採卵セットに放飼して得られたものを用いた。採取した卵は,温 度17,

20,25,27お よび30℃の 5段 階,14L:10Dの 長日条件下に置き,卵 期間およびふ化

率を調査した。なお,卵 期間は,成 虫が産卵した翌朝に卵を回収し,各 飼育条件下

に置いて,ふ 化するまでの日数とし,ふ 化率は供試卵数に対する百分率として求め

た。

2.2.発育に及ぼす飼育密度の影響

供試虫は,試 験2.1で得られた卵からふ化した幼虫を用いた。幼虫および蛹の飼

育はプラスチック製のシャーレ (内径90mm,深 さ20mm)に 水で湿らせたろ紙を敷い

たもの (以下飼育セットと略記)を 用い,幼 虫には餌としてスイゼンジナを与えた。

なお,餌 の取り替えおよび補充は随時行った。

個体飼育では前述のシャーレ1個 につきふ化幼虫を1頭 ,集 合飼育ではシャーレ
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1個 につきふ化幼虫 3～ 5頭 を用いた。また,幼 虫の経過齢数を明らかにするため

に脱皮後のヘッドカプセルを回収し,双 眼実体顕微鏡を用いて頭幅を波1定した。終

齢幼虫については,蛹 化時にヘッドカプセルが裂開するので,そ の半分を波1定した

後, 2倍 したものを頭幅とした。飼育は,温 度17,20,25,27お よび30℃の 5段階,
14L:10Dの長日条件下で行い,各 虫態における発育期間を調べた。幼虫期間は,各

飼育条件下で飼育し,営 繭して前蛹になるまでの日数とし,前 蛹期間は,営 繭後蛹

化するまでの日数とした。また,蛹 期間は各飼育条件下に置き,羽 化するまでの日

数とした。蛹化率は供試ふ化幼虫数に,羽 化率は蛹化数に対する百分率として求め

た。

2.3.発育に及ぼす食草の影響

供試虫は,1999年 6月 に採集した野外の成虫から採卵したものを用いた。飼育セッ

トおよび飼育条件は試験2.1と同様で,餌 植物としてベニバナボロギクとダンドボ

ロギクの 2種 を用いて,各 飼育条件下における卵,幼 虫および蛹の発育期間を調査

した。また,経 過齢数を明らかにするために頭幅を試験2.1と同様にして浪1定した。

2.4.発育零点と発育有効積算温度

発育零点と有効積算温度は,各 飼育密度および食草における卵,幼 虫,前 蛹およ

び蛹について求めた。但し,卵 については飼育密度や食草の影響がないと考えられ

るため,ス イゼンジナを用いた集合飼育と個体飼育,ベ ニバナボロギクおよびダン

ドボロギクを用いた個体飼育でのデータを合わせて算出した。発育日数の逆数であ

る発育速度と温度との間には高い直線関係が認められた。なお、発育遅延が認めら

れた温度のデータは除外した。

3.有 効積算温度に基づ く成虫の発生消長の解析

成虫の発生消長調査は,鹿 児島大学内のスイゼンジナ圃場およびその周辺約 2a

を追い出し法を用いて,成 虫の活動が活発になる午後 4時 前後に毎日行った。次世

代成虫の羽化時期の予測は,各 虫態のそれぞれの発育零点と有効積算温度を用い,

鹿児島市上福元町の鹿児島県農業試験場の気象観測データの日平均気温を用いた。

なお,こ こで用いた発育零点と有効積算温度はスイゼンジナを餌として与えて個体

飼育した場合のデータを用いた。各世代の起算日は第 1世代については,1999年 の

初見日としたが,他 の世代は成虫の発生消長をもとに発蛾最盛日とした。

結果および考察

1.成 虫の生存期間 ,産 卵期間および産卵数

成虫の生存期間をTめlc lに示 した。雌は最短が 5日 ,最 長が16日で平均10.5日,

雄は最短が3日 で,最 長が17日,平 均99日 で,雌 雄の平均は10.2日であった。

l雌 および 1日 当たりの産卵数と産卵前期間および産卵期間をTabb 2に示 した。

産卵前期間は最短が 1日 ,最 長が 6日 で平均3.2日,産 卵期間は最短が 1日 で最長

が12日,平 均6.0日であった。 1雌 当りの産卵塊数と産卵粒数は,そ れぞれ12.9卵塊
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と949個, 1日 当たりの産卵塊数と産卵粒数はそれぞれ,2.3個と16.5個で個体間の

差が大きかった。これについては雌の大きさによって蔵卵数が異なることや,交 尾

時に雄から渡される精包に含まれる栄養分の多少 (WATANABE,1998),本 種につ

いては複数回の交尾を確認していることから,コ ブノメイガにみられるように,交

尾回数が多いほど産卵が誘起されること (TsuKAMOTO θ′α′.,1997)などが影響し

ていると考えられる。今後,交 尾後の雌成虫を解剖して,調 査することで,交 尾回

数が産卵数や産卵期間および生存日数に与える影響を明確にできると思われる。

Tablc l Adult longc宙ty ofハンιた″ι″αルθβα″

Longcvity(da.ys)

MCan(± SD) Range

No adults
Sex

reared

Malc

Fcmale

Malc + Fcmalc

28

23

51

3-17

5-16

3‐17

99± 38

105 「2.9

10.2「 3.4

Tablc 2 Fcrtility,prcoviposition and oviposition pcriods ofハンι′ι″θ′αα′レθムsα′α

No

femalcs

No cgg masscs laid No cggs laid

Mean(± SD)  Rangc Mean(± SD)

pcr fcmalc

pcr day

12.9± 93

23± 15

3.0-41.0

0.6- 6.8

949■ 53.2     100‐2060

165=L 8.9      38- 353

No

fcmales

Prcoviposition pc五od(days) OVわ。SitiOn pcriod(dayS)

Mean(士 sD) Rangc Mean(± SD)

3.241.6 60± 26

2.各 虫態の発育に及ぼす飼育密度 ,餌 および温度の影響

2.1.卵の発育に及ぼす温度の影響

各温度条件下におけるふ化率をTable 3に示 した。ふ化率は27℃において,97.8

%と 最も高かったが,そ の他の温度では44.3%～66.5%であった。このようにふ化

率が大きく異なったことについては,受 精卵と未受精卵の識別が困難なため,未 受

精卵を供試したことが一因と考えられる。卵の発育日数は飼育温度の上昇に伴って

短くなり,17℃ で10.3日,30℃ で3.3日となった。

Table 3 Pcrccntagc suⅣival of eggs and duration Of cgg stagc of Nl・
`″
,″ι″ααグッθだαrα at 5 constant

tcmperames

Tcmp

(℃)
No cggs

Hatchcd        Mcan duration in days

(%)          土sD

７

０

５

７

０

272

215

340

316

429

66.5

628

571

978

443

10 3ELo 85

68■ 067

47± 056

37=ヒ048

33■ 064
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2.2.幼虫の発育に及ぼす飼育密度の影響

本種幼虫は卵塊からふ化後すぐに分散して摂食するため,飼 育密度が幼虫の発育

にどのように影響しているかを検討した。各飼育密度における蛹化率および羽化率

をTable 4に示 した。蛹化率は,集 合飼育では30℃を除く温度で72.2%～86.6%と比

較的高かったが,30℃ では10.5%と著しく低下した。一方,個 体飼育では,い ずれ

の温度区においても集合飼育よりも高い蛹化率を示し,30℃ においても70.4%であっ

た。本種は本来単独で摂食する性質があり,集 合飼育の場合,接 触によるス トレス

や個体によって蛹化時期が異なるため,前 蛹になった個体があっても他個体の活動

によって蛹化が阻害されることなどが原因であると考えられる。羽化率は集合飼育

の30℃を除いて,い ずれの飼育方法および温度においても100%と なった。

各飼育密度における各虫態の飼育温度および経過齢別発育日数をTable 5に示 し

た。集合飼育ではすべての個体が 5齢 を経過した。幼虫の発育日数は,17～ 27℃ま

では温度が高くなるにつれて短くなったが,30℃ では高温による発育遅延が認めら

れた。前蛹期間は温度が高くなるにつれて短くなった。蛹期間は,25℃ では7.9日

Tablc 4 Pcrccntagc suⅣ市al for immaturc stagcs ofカンεた″θ″αルιttαたat 5 constant tcmpcraturcs
rcarcd on groups and solitary on Cン″

“
″らたοあ″

鵠 鷺 nW ヽ tttt gttayO側
謙

Jヽ

尋 IS

suⅣ ival

late

(%)

842

72.2

750

866

105

100

100

100

100

75

２

３

５

４

３

８

８

０

７

８

７

０

５

７

０

１

つ
ろ

う
ん

う
ι

２
つ

Groups

Solitary

７

０

５

７

０

３

つ
４

４

３

７

３

３

４

４

２

２

３

４

４

１

２

３

４

４

１

848

96.9

93.2

977

704

100

100

100

100

100

Tablc 5 Duration of immaturc stagcs ofハンε′ι″ι
“
αルθttα″reared on groups and solitary at 5

constant tcmpcratures on(レ″″′αらブεοあ″

Mcan duration in days「 SDRcarlng

condition

Telmp

(℃)

LaⅣ al      No

stagcs     lndividuals Prepupa Pupa

Groups

２

３

５

４

３

254「 07

206二Lo 5

145± 15

14 1■ l.0

15,7■ 1 5

35=Lo 7    18.1± 14

2.6=ヒ05    103■ 39

1 1」=03      79 「05

11± 02    8 2± 0.4

1 0         83■ 1.5

７

０

５

７

０

１

２

う
４

２

３

5

5

5

5

5

6

28

31

41

42

18

1

310± 22

26.1±2.4

174± 18

152」=1.3

151=Lo.9

1 6 . 0

3.5■0.7    174=L19

30=Lo 2    13.6=L13

1.2■04     89=Llo

10      81± 04

11± 02    74± 08

10         90

Solitary
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であったが,27℃ と30℃ではそれぞれ8.2日,8.3日となり,27℃ 以上で高温による

発育遅延が認められた。

一方,個 体飼育では,30℃ で 1個体のみが 6齢 を経過したが,残 りはすべて 5齢

を経過した。幼虫期間は17℃で31.0日,30℃ で15.1日となり,温 度が高くなるにつ

れて短くなった。前蛹期間は17℃で3.5日,27℃ で1.0日であったが,30℃ では1.1日

となり,高 温による発育遅延が認められた。蛹期間は,17℃ では17.4日,30℃ では

7.4日となり,温 度が高いほど短くなった。個体飼育における幼虫の発育日数は集

合飼育に比べて17～27℃では 1～ 2.6日長くなったが,30℃ では逆に0.6日短 くなっ

た。このことから,個 体飼育では集合飼育より低温の影響をうけやすいことが推察

された。

各飼育密度の頭幅の頻度分布をFig.1に示した。いずれの飼育密度においても頭

幅は各齢を示す明瞭な5つのピークが認められた。また,各 飼育密度における齢期

毎の頭幅の平均値 (Table 6)から,各 齢期間の成長比は集合飼育では約1.46～1.56,

個体飼育では約1.39～1.56となり,い ずれもDyarの法則に適合した。したがって,

本種幼虫はスイゼンジナを食草とした場合, 5齢を経過することが明らかとなった。

Groups

200

Solitary

150

02  05  08  11  14  17  20  23

Head capsule width(mm)

Fig. l  Frequcncy distribution of laⅣal hcad capsulc 、vidths of

カンε彙7″ιるαα″ツ
`浴
α″ by rcaring on groups and isolation

150

100

＞
Ｏ
Ｅ
Φ
コ
０
０
」
」
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Tablc 6 Mcasurcmcnts of larval hcad capsulc width ofハンεた″″クα瀕レιなα″ reared on groups and

solitary on Cッ″″″ 肪οοあr

No larvac

Hed capsulc width(mm)
Rcaring condition

Mcan(士 sD)］
岬

Groups

036± 0015

056「 0045

0.86■0.062

1.3310.101

194=Lo 153

033-0.44

0.42‐062

067-1.06

100‐1.67

144-2.33

２

０

８

０

６

７

４

４

７

８

１

２

２

２

１

１

２

３

４

５

Solitary

1

2

3

4

5

123

122

131

135

137

040=ヒ0014

058=Lo o32

088「 0050

1.37=ヒ0.077

1.9o=Lo 136

036-0.44

0.50-0.64

072‐100

106-156

1.44-233

2.3.発 育に及ぼす食草の影響

各食草別の蛹化率,羽 化率をTable 7に示 した。蛹化率は17～27℃では,い ずれ

の餌とも約85%以 上と高かったが,30℃ ではスイゼンジナの70.4%に比べて,ベ ニ

バナボロギクで33.3%,ダ ンドボロギクでは27.6%と低 くなった。ベニバナボロギ

クとダンドボロギクの葉はスイゼンジナの葉に比べると葉肉が薄く,特 に,ダ ンド

ボロギクは北米を原産とする帰化植物である (SATAKE θ′α′.,1981)た め,30℃ で

は劣化しやすいことから,発 育に影響を与えたものと考えられる。

各食草を餌として個体飼育を行った場合の各虫態の温度および経過齢別発育日数

をTable 8に示 した。ベニバナボロギクを餌とした場合,20℃ および25℃で 6齢 を

経過した個体が各々一頭ずつ認められたが,残 りは全て 5齢 を経過した。幼虫期間

は17℃で28.7日,30℃ では13.1日となり,温 度が高くなるにつれて短くなった。前

Tablc 7.Pcrcentage suⅣ市al for immatwc stagcs ofタンιた″θ″αルιなα″rcared on 3 host plants at
5 constant tempcraturcs.

Ha血お嗣aⅣ∝智
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S嘗 Jヽ

製

S 面
山
∽
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７

０

５

７
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３

２

４

３

７

３

３

４

４

２

28

31

41
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848

96.9

932
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70.4
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100

100

100

100

100
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９

０

９

８

０

９

０

９
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２

３
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２
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０
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０

０

７

０

５

７

０
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９
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Tablc 8 Duration of immature stagcs ofハンεた,η
`る
ααグツθおα″ reared on 3 host plants試5 constant

tcmpcratures.

Larval    No.

stagcs    individuals

Mcan duration in days ttsD
Plants fcd to l鰤 ae   Tcmp

LaⅣ a Prcpupa Pupa

Cッ″″′α
らブοο′ο′

７

０

５

７

０

30.2± 14

226二Lo 9

15.0=Lo 7

146=Lo.7

140=Lo 8

36 「05    17 141.3

2.2404   12.9■ 1 1

1.0     86± 05

10     78± 0.5

1.0     63± 05

Crassο
`υ
みα77r″

ε″響た力οJグθs

８

１

１

２

８

１

２

３

４

４

１

７

０

５

７

０

31.0」ヒ22    35 「07

261± 24   30± 02

174± 18   1.2± 04

152■ l.3      10

151=ヒ 09   11=ヒ o2

160       10

174± 19

136■ 1 3

89± 10

81± 0.4

74± 08

90

E″ιεカメles

みた
“̀ 7/aガ
α

７

０

　

　

５

　

　

７

０

１

２

　

　

２

　

　

２

３

5

5

5

5

5

5

5

29

29

1

28

1

28

10

28.7± 13   36二 Lo 5   17 6± 10

229± 1 1   2.2二Lo4   12 7± 1 1

28.0       30       14.0

145tO.7     10      88=Lo4

170       10       9o

139± 07     10      80± 04

131± 12     10      65■ 05

蛹期間は25℃までは温度が高くなるにつれて短くなったが,27℃ 以上では高温によ

る発育遅延が認められた。蛹期間は,17℃ で17.6日,30℃ では6.5日となり,温 度が

高くなるにつれて短くなった。一方,ダ ンドボロギクを餌とした場合,幼 虫期間は

17℃で30.2日,30℃ では14.0日となり,温 度が高くなるにつれて短くなった。前蛹

期間は,27℃ 以上で高温による発育遅延が認められた。蛹期間は17℃で17.1日,30
℃では6.3日となり温度が高くなるにつれて短くなった。筆者らが行った食性試験
(MURAKAMI α α′.,1999)では,25℃ の温度条件下においてスイゼンジナ,ベ ニバ

ナボロギクおよびダンドボロギクを用いて飼育した場合の幼虫の発育日数は,15.7
日,16.6日および19.3日で,今 回の試験結果よりもスイゼンジナでは1.7日短 く,べ
ニバナボロギクでは21日 ,ダ ンドボロギクでは4.3日長くなっている。ベニバナボ
ロギクとダンドボロギクはそれぞれ, 8～ 10月と9～ lo月に花をつける (SATAKE

αα′.,1981)ため,そ の時期になると葉への養分供給量が減少することが考えられ
る。過去に行った食性試験 (MuRAKAMI α α′.,1999)で は開花 。結実期の葉を餌
としたが,今 回の飼育試験は 6月 から8月 にかけて行っており,葉 が著しく老化す
ることはなかった。一方,ス イゼンジナは熱帯アジアを原産とし,冬 期から春期に

開花する (AIGA α α′.,1988)ため, 8～ lo月は最も生育が盛んな時期である。し

たがって,発 育日数の差は飼育試験を行った時期の違いによる,植 物の養分含有量
の差が原因であると考えられ,成 分分析を行うことで,そ の原因をより明確にする
ことができると思われる。また,昆 虫の幼虫の脱皮回数については,食 草の種類や

栄養条件,親 世代幼虫の発育条件などが重要な影響を及ぼす (YANAGlDA α α′.,

1996)こ とが知られているが,筆 者らの試験においても,食 草の違いによる影響が
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示唆された。

Fig.2に頭幅の頻度分布を各食草毎に示した。その結果,い ずれの食草を餌とし

た場合においても,各 齢を示す明瞭な5つのピークが認められた。また,各 食草を

与えた場合における齢期毎の頭幅の平均値 (Tおle 9)から,各 齢期間の成長比は

ベニバナボロギクを餌とした場合,約 1.38～1.59,ダンドボロギクを餌とした場合

では約1.41～1.55となり,い ずれもDyarの法則に適合した。

ヽ nara bた θ/0/
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Table 9 Measuremcnts oflawal hcad capsule width ofカン̀た
″θ″ α
`ル
ιttαtt on 3 host plants

Plants fed to larvac
Larvar

stages

Head capsulc width(llun)

Mean(土 sD)

Ⅳ
　
ＣＳ

ｌａ

ａｇ

α
　
Ｓｔ

Ｎ

物̈

1

2

3

4

5

123

122

131

135

137

040=Lo o14

0.58二LO.032

088=ヒ0.050

1.37=Lo o77

1.9o■Lo.136

036‐044

050-0.64

072-100

1.06-156

144-2.33

Crassοαψみαル″

ε″″ J`力οJaes

0.40=Lo.oo7

05540028

083■ 0058

132=L0080

1.91」=o181

038-0.42

046‐060

069-0.94

100‐150

1 13‐2.25

1

2

3

4

5

142

125

139

132

130

EreO″′′ιs

″ブι″οヵガα

040=L0005

0.57=Lo.o20

086=Lo.o41

1.33■0.068

1.88=Lo 158

038-0.40

0.52‐062

075‐096

1.13‐144

125‐213

1

2

3

4

5

137

139

138

144

11 9

2.4.発 育零点と有効積算温度

回帰直線式から求めた各虫態の発育零点および有効積算温度 (Table 10)は、卵
ではH.1℃と61.2日度であった。個体飼育における発育零点と有効積算温度は,幼

虫が6.1℃と340.3日度,前 蛹では14.1℃と13.5日度,蛹 では7.8℃と159.7日度であっ

た。集合飼育における各虫態の発育零点と有効積算温度は,幼 虫が5.2℃と299.5日

度,前 蛹が12.5℃と16.3日度,蛹 が10.0℃とH6.6日度であった。発育零点で両者を

比較すると,幼 虫と前蛹では,集 合飼育がそれぞれ0.9℃と1.6℃低かったが,蛹 で

は2.2℃高くなった。また,有 効積算温度については集合飼育の方が,幼 虫で40.8日

度,蛹 で43.1日度短く,個 体飼育よりも早く生育するものと考えられる。

食草毎の発育零点と有効積算温度 (Tablc ll)は,ベ ニバナボロギクでは幼虫が

7.0℃と291.2日度,前 蛹が14.4℃と10.7日度,蛹 が9.2℃と137.9日度で,ダ ンドボロ

Tablc 10 Developmcntal zero and cffect市c tcmperaturcs for dcvclopmcnt ofハンο″″θ″αルθttα″
rcarcd on groups and solitary on Cy・″″ηろたοあ′

Rcaring condition Rcgrcssion cquation

Dcvclopmental    Effcctive

zcro          tempcraturc

(℃)   (daty‐ dcgrces)

Y=00163X‐ 01816  0992

Larva*    Y=0.0033X-0.0175  0.9912

Prepupa   Y=0.0627X‐ 07832  09558

Pupa**    Y=00087X‐ 00864  09719

２

５

０

５

２

０

2995

163

116.6

Solitary

Larva     Y=00029X-0.0181  0.9772

Prcpupa*  Y=00748X-1.0559  0.9760

Pupa      Y=00063X-0.0489  0.9941

０

３

９

４

１

５

６

４

７

*Data for 3013 are onlittcd because of delayed dcvclopment

**Data for 30 13 and 27 ℃ arc omittcd bccause of dclaycd deve10pment
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ギクでは幼虫が5.8℃と319.8日度,前 蛹が14.4℃と10.7日度,蛹 が97℃と129。7日度

であった。蛹の発育零点はスイゼンジナを餌として用いた場合に比べ,い ずれの食

草ともやや高くなる傾向が認められた。また,幼 虫の有効積算温度は,い ずれの食

草もスイゼンジナより少なくなった。

Tablc H.Dcvclopmcntal zcro and effect市e temperatures for development ofカンοた″ι″αルθパα″
solitary reared on 3 host plants

Plants fcd to larvac   Stages   Regression equation    r

Devclopmcntal     Effective

zero        tcmperame

(3C)      (day― degrees)

Y=00163X-0.1816  09920 1 1 . 1 612

０

３

９

４

１

５物動

Larva    Y=0.0029X‐ 00181  09772

Prcpupa*  Y=0.0748X-10559  0.9760

Pupa*     Y=00063X-00489  09941

6.1

14.1

7.8

鮨懲″瀞絆ヨ権難霧麟
7.0

14.4

9.2

2912

10.7

137.9

Erecカノ′as

みjι″εψガα

Larva     Y=00031X‐ 00182  09693

Prcpupa** Y=00923X-13293  09914

Pupa      Y=00077X‐ 00746  09967

58

144

97

９

　
０

９

１

１

２

*Data for 30℃ are omi■ed bccausc of delaved development
キ■ Data for 30 ℃ and 27 13 arc Omitted because of delayed development

3.有 効積算温度に基づく成虫の発生消長の解析

1999年におけるモンシロモドキの発生消長と,越 冬世代成虫の初発生日および各

世代成虫の発生ピークを起算日とし,ス イゼンジナを餌とした個体飼育の有効積算

温度を用いて解析した成虫の発生消長をFig.3に示した。また,推 定羽化日と実際

の発蛾最盛日をTable 12に示した。

有効積算温度による推定羽化日と実際の発生ピークとの差は,第 1, 4, 5, 6,

500

Fig.3 Scasonal abundancc ofカレοた″θ4αα′りοβα″in a Cソ″″るα夕cοあr flcld tt KoHmoto,

and lincar models of effectivc tempcraturc in Kagoshima in 1999
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Tablc 12 Estimatcd datcs of adult cmcrgcncc and actual pcaks of、、た
“
αη αあレιrsα″in a(ン″ν″

ら′ιοJr fleld at Korimoto,Kagoshima in 1999

Actual peak    Diffcrcnce

a fleld         (day)
Gc∝r血on hum:lfttcs I柵』舞c

1999 1999

*Datc of flrst occllrrenCe

7世代では± 5日 以内でほぼ一致した。しかし,第 2世代と第 3世代で各々8日 と

14日早くなり,誤 差が大きかった。第 2世代成虫の羽化日が予浪1された6月下旬に,

326.5mmの降水量が記録されており,実 際の発生ピークである6月 中旬の降水量の

およそ3倍 となっている。そのため, 6月 下旬の成虫の発生数が抑制されたことが

推察される。第 3世代成虫の推定羽化日と実際の発生ピークの誤差は, 7月 下旬に

接近した台風 5号 の暴風雨により多くの幼虫あるいは成虫が影響を受け,そ れ以後

の成虫の発生が抑制されたものと推察される。したがって,降 雨や強風の影響が小

さければ,圃 場調査の結果と有効積算温度から予測される推定羽化日との誤差はよ

り小さくなるものと考えられた。また,野 外では10月下旬に第 7世代成虫がわずか

に発生したが,次 世代は 1世代を経過するのに要する発育有効積算温量が満たされ

ないため発育を完了しないものと推察された。しかし,筆 者らは鹿児島市郡元のス

イゼンジナ圃場において本種の幼虫が冬季でも日中,気 温が上昇すれば摂食活動を

行うことを確認しており,休 眠しないことが推察された。長崎県大村市では10月上

旬までに産卵された分は蛹化する可能性が強いが,H月 になると野外の食草が枯れ

てしまい,幼 虫は発育できない (後藤,1995)と 報告されている。スイゼンジナは

低温に比較的強く,降 霜時期に葉が枯れてしまっても地際付近の茎は被害を受ける

ことは少ない上,本 種幼虫は葉がなくなると茎に食入して随部を食害するため,食

草さえあれば生育は可能であると考えられる。以上のことから,本 種は鹿児島県本

土において, 7～ 8世代を経過するものと推定される。

なお,本 種の越冬態については,蛹 越冬の可能性 (後藤,1995)と 成虫越冬の可

能性 (宮田,1983)と が報告されている。筆者らは鹿児島大学内の調査地で,風 の

当たらない建物の壁の隅や刈り取って積まれた枯れ草や稲ワラの隙間で本種の蛹を

確認しているが,成 虫は未確認である。また,1998年 12月12日に鹿児島県山川町の

長崎鼻パーキングガーデンでの調査で樹木の根元の枯葉中で越冬している老齢幼虫

2頭 を確認しており, さらに,鹿 児島大学のプランター植えのスイゼンジナでは

1999年2月 13日に 2頭 の 4齢幼虫 (3月 6日 には 2頭 とも蛹化)を 確認している。

これらのことから,鹿 児島県においては幼虫または蛹で越冬する可能性が強いと考

えられた。
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モンシロモドキは温帯から熱帯にかけて分布する鱗翅ロヒトリガ科に属するガで

ある。本種の発育に及ぼす個体数密度の影響を調べたところ, 各虫態の発育零点

と有効積算温度は,卵 がH.1℃と61.2日度,集 合飼育では幼虫が5.2℃と299.5日度,

前蛹が12.5℃と16.3日度,蛹 が10.0℃とH6.6日度で,個 体飼育では幼虫が6.1℃と

340.3日度,前 蛹が14.1℃と13.5日度,蛹 が7.8℃と1597日度であった。また,個 体

飼育の30℃では6齢 を経過した個体が認められたが,そ れ以外は全て 5齢 を経過し

た。

ベニバナボロギクとダンドボロギクを餌として用いて,食 草の違いが発育に及ぼ

す影響を調べたところ,各 虫態の発育零点および有効積算温度は,前 者を餌とした

場合,幼 虫が7.0℃と291.2日度,前 蛹が14.4℃と107日度,蛹 が9.2℃と1379日度で,

後者を餌とした場合,幼 虫が5.8℃と319.8日度,前 蛹が14.4℃と10.7日度,蛹 が9,7

℃と129.7日度であった。ベニバナボロギクを餌に用いた20℃と25℃の温度区にお

いて, 6齢 を経過した個体が各 1個体ずつ認められたが,そ れ以外はすべて 5齢 を

経過した。

1999年における成虫の発生消長では, 5月下旬, 6月 中旬, 7月上旬, 8月上旬,

8月下旬, 9月 中旬および10月中旬の 7回のピークが認められた。有効積算温度を

用いて本種の羽化日を推定した結果,鹿 児島県においては年間 7～ 8世代を経過す

るものと推定された。また,越 冬態は幼虫または蛹である可能性が考えられる。
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